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【発表のポイント】 
 閉経後では、分娩回数が多い女性ほど高血圧のリスクが高く、高血圧の

危険因子である肥満の割合も高い傾向を認めました。 
 現在の体格指数 (BMI）による影響をできるだけ取り除くと分娩回数と高

血圧との関連は薄れたことから、分娩回数が多いほど高血圧のリスク因

子である肥満が関与し、高血圧予防には適切な体重維持が重要と考えら

れました。 
 閉経前後ともに、妊娠高血圧症候群（注 1）の既往がある女性では、高血圧

のリスクが高いことが分かり、多産女性や妊娠高血圧症候群既往歴を有

する女性を対象とした、高血圧のサーベランスや予防対策の必要性が示

唆されました。 
 
【概要】 

60 歳以上の日本人女性の約 60％が高血圧を有しており、特に分娩と妊娠高

血圧症候群は女性特有の高血圧のリスク因子であることが知られていますが、

分娩回数と高血圧の関連についてコンセンサスが得られた見解はありません。 
東北大学大学院医学系研究科女性ヘルスケア医科学共同研究講座の岩間憲之

講師と東北大学大学院医学系研究科周産期医学分野の齋藤昌利教授らのグルー

プは、東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査に参加している

30,530 名の成人女性を対象に、分娩回数と高血圧との関連を調べた結果、閉経

前では、分娩回数と高血圧に関連がない一方で、閉経後では分娩回数が多い女

性ほど高血圧のリスクが高いことを明らかにしました。閉経後の分娩回数と高

血圧の関連性は、現在の BMI で調整すると薄れました。さらに、閉経前・閉経

後の両方において、妊娠高血圧症候群の既往がある女性では、高血圧のリスク

が高いことが分かりました。本研究は妊娠高血圧症候群の既往も考慮した上

で、分娩回数と高血圧有病率との関連を調査した日本初の報告です。 
本研究成果は、2024 年 1 月 8 日に高血圧に関する専門誌 Journal of Clinical 

Hypertension に掲載されました。  
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【詳細な説明】 
世界で 25 歳以上の成人の約 30％が高血圧を有しており、60 歳以上の日本

人女性の約 60％が高血圧を有しています。女性特有の因子として、分娩という

ライフイベント、妊娠高血圧症候群があります。妊娠中に妊娠高血圧症候群を

発症した女性は、将来の高血圧のリスクが高いことが知られています。しか

し、分娩自体による高血圧のリスクについては一定の見解はなく、分娩回数と

高血圧の関連についても、その研究結果は一致していませんでした。また、高

血圧のリスク因子である妊娠高血圧症候群を考慮し、分娩回数と高血圧との関

連を検証した日本の疫学研究はありませんでした。 
そこで、東北大学大学院医学系研究科女性ヘルスケア医科学共同研究講座の

岩間憲之（いわま のりゆき）講師、東北大学大学院医学系研究科周産期医学分

野の齋藤昌利（さいとう まさとし）教授らのグループは、東北大学東北メディ

カル・メガバンク機構（注 2）が実施した地域住民コホート調査のベースライン調

査に参加した 20-75 歳の女性 30,530 名を研究対象として横断研究を実施し、

閉経前後に別けて分娩回数と高血圧との関連を分析しました。 
その結果、閉経前は分娩回数が増えても高血圧のリスクとの関連は見られま

せんでした。一方で、閉経後は、分娩回数が 1 回の女性と比較して、分娩回数

が 2 回、3 回、4 回以上の女性は、高血圧のリスクがそれぞれ 1.058 倍、

1.091 倍、1.125 倍高いことを明らかにしました（図 1）。また、閉経後では

分娩回数が多いほど、高血圧の危険因子である肥満の割合が高い傾向を認めま

した。そこで、現在の BMI で調整することで、BMI による影響をできるだけ取

り除くと、閉経後の分娩回数と高血圧の関連性は薄れました。したがって、分

娩回数が多いほど高血圧のリスクが高くなる理由として、肥満の関与が考えら

れ、高血圧予防のためには適切な体重維持が重要なことが分かりました。ま

た、閉経前後ともに、妊娠高血圧症候群の既往は、高血圧の危険因子でした

（図 1）。 
 
今後の展開 
本研究の結果から、多産女性や妊娠高血圧症候群既往歴を有する女性を対象

とした、高血圧のサーベランスや予防対策の必要性が示唆されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
図 1. 閉経前後における分娩回数と高血圧との関連 
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【用語説明】 
注1. 妊娠高血圧症候群 
何らかの原因によって妊娠時に高血圧を認める、または高血圧に加えて母体の

臓器障害などが発生する全身性の症候群です。 
 
注2. 東北大学東北メディカル・メガバンク機構について 
東北大学東北メディカル・メガバンク機構は未来型医療を築いて震災復興に取

り組むために設置され、東日本大震災の被災地の地域医療再建と健康支援に取

り組みながら、医療情報とゲノム情報を複合させたバイオバンクを構築してい

ます。構築したバイオバンクの情報とその解析結果に基づく新しい医療の創出

を通じ、被災地の医療人の求心力向上、産学連携の促進、関連分野の雇用創

出、医療復興を成し遂げることが理念です。 
https://www.megabank.tohoku.ac.jp/ 
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